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明
治
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
の
弓
房
○
耳
目
雷
昌
三
○
ぐ
①
日
①
昌

冒
］
四
℃
“
ロ
と
弓
匿
①
、
ゴ
風
興
国
。
冨
○
く
①
日
①
具
冒
讐
①
］
四
℃
四
目
①
の
の

同
目
亘
時
①
巻
末
に
載
せ
ら
れ
た
在
韓
国
宣
教
師
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
を

も
と
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
一
八
八
○
年
代
後
半

よ
り
一
九
一
○
年
代
に
か
け
て
韓
国
に
派
遣
し
た
宣
教
医
数
、
所

属
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
概
略
を
前
回
の
総
会
で
報
告
し
た
。
今
回

は
主
参
考
文
献
と
し
て
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
発
行
さ
れ
た
Ｆ

⑦
画
○
両
の
固
弔
シ
民
著
の
弓
馬
閏
里
Ｏ
ｑ
ｇ
印
○
房
の
国
具
冨
尉
‐

巴
○
己
の
旨
【
９
①
四
扇
箇
‐
こ
ぢ
を
使
用
し
た
。

Ｆ
，
⑦
国
○
罰
⑦
因
弔
シ
民
著
の
目
胃
国
尉
８
国
（
罵
卑
９
＄
国
具

巨
耐
四
○
己
の
冒
嗣
○
吊
四
勗
笛
‐
こ
こ
は
ご
昌
○
邑
○
胃
一
異
国
ロ
○
巳
‐

一
①
鴨
卑
①
ｍ
の
よ
り
一
九
二
九
年
に
初
版
が
発
行
さ
れ
、
一
九
七
○

年
に
国
○
口
の
四
口
巳
ぐ
．
甲
①
の
の
か
ら
リ
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
。
本
書
は

妬
韓
国
に
お
け
る
宣
教
医
（
第
一
報
）

高
安

仲

子

各
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
リ
ポ
ー
ト
を
主
資
料
に
書
か
れ
て
お
り
、
重
要

な
部
分
で
は
リ
ポ
ー
ト
本
文
を
注
と
し
て
引
用
掲
載
し
て
い
る
。

韓
国
で
の
医
療
事
業
の
内
容
や
派
遣
さ
れ
た
宣
教
医
の
氏
名
も
数

お
お
く
記
さ
れ
、
日
本
側
に
残
さ
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
年
鑑
の
記
述

を
補
う
文
献
で
あ
る
。
今
回
は
第
一
報
と
し
て
重
要
と
思
わ
れ
る

宣
教
医
三
名
の
経
歴
と
活
動
概
要
を
紹
介
す
る
。
こ
の
時
期
は
国

号
が
朝
鮮
、
大
韓
帝
国
と
変
化
す
る
時
代
で
あ
る
が
、
韓
国
と
い

う
名
称
で
統
一
す
る
。

一
、
四
○
国
８
ｚ
の
君
８
回
シ
房
巨

一
八
五
八
年
四
月
二
三
日
米
国
オ
ハ
イ
オ
州
デ
ラ
ウ
エ
ァ
に
生

ま
れ
る
。
八
一
年
に
オ
ハ
イ
オ
・
ウ
ェ
ス
リ
ア
ン
大
学
神
学
部
を
、

八
三
年
に
マ
イ
ア
ミ
医
科
大
学
を
卒
業
。
米
国
北
長
老
教
会
の
宣

教
医
と
し
て
同
八
三
年
一
○
月
二
日
、
上
海
に
到
着
し
八
四
年

九
月
ま
で
中
国
で
過
ご
す
。
同
八
四
年
九
月
二
○
日
済
物
浦
に
到

着
、
ソ
ウ
ル
に
赴
任
。
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
一
二
月
四
日
に

お
き
た
甲
申
事
変
で
負
傷
し
た
王
子
閨
泳
蝿
を
治
療
し
た
こ
と
に

よ
り
王
室
の
信
頼
を
受
け
る
。
翌
八
五
年
西
洋
式
病
院
の
必
要
性

を
政
府
に
説
い
て
王
立
病
院
（
広
恵
院
の
ち
の
済
衆
院
）
を
設
置
さ

せ
、
運
営
を
お
こ
な
っ
た
。
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韓
国
で
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
伝
道
は
彼
の
医
療
伝
道
に
よ
る
活

躍
か
ら
開
始
さ
れ
た
と
も
言
わ
れ
る
が
、
外
交
官
と
し
て
の
手
腕

を
期
待
さ
れ
、
九
○
年
に
は
宣
教
師
を
辞
職
、
駐
韓
国
米
国
公
使

館
の
書
記
官
と
な
る
。
公
使
、
総
領
事
を
歴
任
し
一
九
○
五
（
明
治

三
八
）
年
、
親
日
政
策
を
と
る
米
国
外
交
政
策
に
反
対
し
解
任
さ
れ

た
。
一
九
三
二
年
一
二
月
二
日
没
。

二
、
雲
筐
冨
日
切
の
昌
呂
砕
国
昌
○
巨

一
八
五
六
年
五
月
二
九
日
米
国
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ

ン
に
生
ま
れ
、
七
八
年
イ
ェ
ー
ル
大
学
を
卒
業
、
八
二
年
に
ニ
ュ

ー
ョ
ー
ク
医
科
大
学
を
卒
業
し
た
。
八
四
年
米
国
北
メ
ソ
デ
ィ
ス

ト
監
督
教
会
の
宣
教
医
と
し
て
按
手
を
受
け
る
。
翌
八
五
年
五
月

三
日
、
の
ち
に
韓
国
で
女
性
教
育
機
関
の
梨
花
学
堂
（
現
在
の
梨
花

女
子
大
学
）
を
創
立
し
た
母
、
冨
四
ご
国
言
彦
牌
国
昌
ｇ
］
と
と
も

に
仁
川
に
到
着
。
済
衆
院
で
短
期
間
働
い
た
の
ち
、
施
病
院
の
設

立
や
米
国
北
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
教
会
の
運
営
に
よ
る
医
療
機
関
を
韓

国
各
地
に
設
立
す
る
こ
と
に
尽
力
。
特
に
婦
人
と
小
児
の
た
め
の

病
院
の
設
立
に
力
を
注
い
だ
。
韓
国
語
聖
書
翻
訳
事
業
に
も
携
わ

る
。
教
育
機
関
、
培
材
学
堂
を
設
立
し
た
宣
教
師
国
①
目
昌
⑦
①
島
閏
‐

ロ
ン
ｇ
①
目
①
扁
吋
は
、
彼
と
と
も
に
韓
国
に
到
着
し
た
同
僚
で
あ

る
。
一
九
二
二
年
没
。

三
、
○
自
弓
の
弓
両
．
シ
己
９
国

一
八
六
○
年
に
カ
ナ
ダ
で
生
ま
れ
、
ト
ロ
ン
ト
大
学
医
学
部
卒

業
。
米
国
北
長
老
教
会
の
宣
教
医
と
し
て
九
三
年
六
月
韓
国
に
到

着
。
ソ
ウ
ル
の
済
衆
院
で
活
動
。
九
四
年
王
立
病
院
済
衆
院
は
米

国
北
長
老
教
会
に
経
営
が
移
管
さ
れ
、
九
九
年
済
衆
院
に
医
学
校

を
設
立
し
て
、
韓
国
人
医
師
養
成
に
着
手
。
彼
の
働
き
か
け
に
よ

り
一
九
○
四
年
、
米
国
の
事
業
家
で
あ
る
セ
ヴ
ラ
ン
ス
（
言
『
．

冒
匡
耐
国
め
①
ぐ
ｇ
ｇ
８
）
か
ら
の
寄
付
を
受
け
ソ
ウ
ル
に
セ
ヴ
ラ
ン

ス
病
院
を
設
立
。
一
七
年
に
は
病
院
の
中
に
セ
ヴ
ラ
ン
ス
医
科
大

学
を
開
き
、
本
格
的
な
韓
国
人
医
師
養
成
に
取
り
組
む
。
病
院
は

韓
国
で
初
め
て
の
現
代
式
病
院
で
あ
り
、
医
科
大
学
は
延
世
大
学

医
科
大
学
の
前
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
セ
ヴ
ラ
ン
ス
病
院
は
韓
国

に
お
け
る
西
洋
医
学
の
発
祥
地
と
も
言
わ
れ
、
彼
の
業
績
は
今
も

残
る
。
三
五
年
に
引
退
帰
国
、
五
六
年
に
没
し
た
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）


